
お客様の主体的な脱炭素行動を生み出す仕組みについて
～デカボスコアを使った「攻め」の脱炭素マーケティング～



生活者×脱炭素について
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CO2排出量は消費ベースでは家庭内消費が61％

出典「資料：南斉規介（2019）産業連関表による環境負荷原単位デー
タブック（3EID）（国立環境研究所）、Nansai et al. （2020）
Resources, Conservation ＆Recycling 152 104525、総務省（2015）
平成27年産業連関表に基づき国立環境研究所及び地球環境戦略研究機
関（IGES）にて推計」より改変
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欧州を中心に海外では「緑の消費者」が増加
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日本でも脱炭素意識は高まってきている
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生活者も取り組むべきだという意識も67％
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ただほとんどの人は行動まではできていない
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理由は「何をすればいいか分からない」
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欲望 ストーリー
1つ目
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貢献実感
2つ目
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Earth hacks/デカボスコアについて
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会社概要

Earth hacksは

三井物産と博報堂グループが、2022年からスタートした

生活者を主体とした新しい脱炭素プラットフォーム事業です。



16

2023年5月会社化

脱炭素をテーマに
「別解」と「志」で世界を動かす。

会社概要

会社名：Earth hacks株式会社

事業内容：

環境に配慮した商品又はサービスの

①CO2排出削減量の計算/デカボスコア提供

②マーケティング支援

③EC運営・販売

④見本市やイベント開催

⑤新規共創支援 等

資本金5億円（うち、2.5億円は資本準備金）

出資比率：三井物産 50%, 博報堂 50%

設立日：2023年5月16日
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Earthhacksの別解とは？？
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参考

＜参考①＞データで分かる日本のCO2排出量

食生活や伝統工芸など、日本の方が他先進国よりも
日常のCO2排出量は少ないものが多い



他国では「責任感」や「地元愛」などが行動理由になるが、
日本人には「楽(ラク)・得(トク)」が社会行動に重要
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参考

＜参考②＞データで分かる日本人のソーシャル行動意識

社会課題に対する行動理由

（Social Sign Report 
by SIGNING）
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会社概要

が目指す脱炭素アクション

これまで（正解）

つまらない脱炭素を
どうにか面白く！！

CO2排出量の多いアクションを
我慢して減らそう！

『課題解決型』 『欲望刺激型』
Co2排出量の少ないアクションを、

称賛して増やそう！

（別解）

普段の面白いが
実は脱炭素にも！

（企業/自治体）脱炭素に向けて
新しい取り組みを！

（企業/自治体）今の環境取り組みを
新しい価値に！
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Ehとは？

メディア連携で
効果的露出

①欲望point

%off による「楽/得」

③欲望point

就活を軸とした「出会い」
④欲望point

新規性 による「露出」

欲望を入り口に脱炭素を価値化し、企業と生活者を繋ぐ

②欲望point

推し による「応援」

わかりやすく行動しやすい
CO2削減率の可視化/活用

Z世代×企業の
コミュニティ創出/活用

欲望を軸にしたアプローチで
生活者/社員をファン化
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商品やサービスのCO2削減率をスコア化した
新しい環境価値の指標
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250社950アイテム以上にてデカボスコア化
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事例

ファッション・小物 染め替え/バイオ精錬/植物性レザー

染め替え

植物性レザー

オーガニックコットン・バイオ精錬

ビーガンレザーの活用
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事例

減農薬/有機農法

プラントベース

焼酎カスの再利用

製造工程・再エネ利用

食 有機農法/プラントベース/フードロス/再利用
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事例

パッケージ変更

美容・健康 パッケージ変更/無漂白/詰め替え

パッケージ変更

漂白をしない製造

詰め替え
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事例

パッケージの変更

植物性溶液

古紙の活用

材料のアップサイクル

日用雑貨 パッケージ/植物性溶液/アップサイクル



事例

再生ポリエステル・再生可能エネルギー

繰り返し利用

牛乳パックの再生紙の活用

再生紙の和紙の活用

その他 有機農法/プラントベース/フードロス/地産地消
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事例

「63円引き」でインナー教育＆タンブラー利用増加

タンブラー利用をデカボスコア化

持込利用
タンブラー利用の

デカボスコア
「63％off」

※月3回×12か月の３６回利用
※プラカップ使い捨てとの比較

＜マイボトルの持ち込み＞
50円引き

63円引き（デカボ連動）

タンブラー売上前月比

4.5倍に！

「63」という意味深な数字
へのお客様関心UP

お客様から問い合わせ増による
店員の脱炭素教育UP

スコア連動値引きキャンペーン 売上、インナー教育に影響

事例①：デカボスコアによるお客様行動



各社にて、

1.2～2.7倍の売上UPを達成

＜今治タオルの購入理由＞
高品質

高品質＆環境にも良い

今治タオル5ブランド
高品質へのこだわりを

デカボスコア化
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「高品質＆環境に良い」タオルとして
ギフト利用などが増加

今治タオルをデカボスコア化 リブランディング 新習慣化に影響

高品質 ＋「デカボ」で今治タオルのギフト利用増加

事例②：デカボスコアによるお客様行動事例
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事例

約70％が10円高くても「デカボスコア付商品」を購入
ペットボトルのラベル有り無しでの

デカボスコアを算出
約70％が10円高いデカボスコア付

ラベルレスボトルを購入！

ラベル無しボトルを10円高くして
デカボスコア有り無しで販売

売上、本数に影響

ドリンク販売中！

ラベルありボトル 90円

ラベルなしボトル 100円

デカボスコア無し

ドリンク販売中！

ラベルありボトル 90円

ラベルなしボトル 100円

デカボスコア有り

事例③：デカボスコアによるお客様行動
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10％A 16％B

C  53％ 21％D

通常の商品紹介 削減内容を
文章で紹介

Bに加えて
デカボスコア

（％off）で表示

Bに加えて
削減量をマーク

で表示

某小売企業×京都大学との共同実験
（店頭にて3週間実証実験）

Q.下記の画像の中で、あなたが最も購入したい商品POPを選んでください。

食/日用品/ファッションなど
約10種類をデカボスコア化し検証

など

事例④：デカボスコアによるお客様行動

50％以上が環境価値を「デカボスコア」を評価

事例



【経産省】GX製品国内ラベル事例 
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行政

環境省/経産省と連携し可視化ルール作りをリード
【環境省】デコ活／PAI 【経産省】GX市場創出に関する研究会 委員 

楽天市場の「EARTH MALL」上で特設ページを設置。
約400商品にデカボスコアを付与しCO2排出削減量を可視化。

脱炭素に関わる身近なアクションを定義。
アクションをデカボスコアで効果可視化。

【環境省×楽天】デコ活／デカボスコアECサイト
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行政

地方自治体との連携も拡大中
【東京都】イベント 【大阪府】事業連携協定締結

【京都市】京都市内のデカボ【愛媛県】県産品/県民のデカボ

【神奈川県】CO2CO2ポイント

【福岡市】イベント＆広報戦略




